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タイムテーブル

6 月 5 日 ( 木 )
　12:00 受付開始
　13:00 実行委員長 ( 江口太郎 ) あいさつ
　13:05 大阪大学総長 ( 鷲田清一 )  祝 辞
　13:15 協議会会長 ( 永広昌之 ) あいさつ
　13:30 特別講演 ( 橋爪節也 )
　14:00 休憩
　14:20 博物科学会研究発表
　15:40 休憩
　16:00 博物科学会研究発表
　16:40 各館紹介ポスターセッション
　17:50 待兼山修学館に移動
　18:00 懇親会

6 月 6 日 ( 金 )
　09:00 博物科学会研究発表
　09:50 休憩
　10:10 博物科学会研究発表
　10:50 休憩
　11:10 博物科学会研究発表
　12:00 昼食
　13:30 博物科学会研究発表
　14:30 休憩
　14:50 館長会議、実務者会議
　15:50 協議会総会
　16:30 散会
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大会事務局からのお知らせ

【待兼山修学館の公開】
　日時：６月５日（木）　10:00 〜 16:30
　　　　６月６日（金）　10:00 〜 16:30

【受付場所】
　共通教育本館（イ号館）正面玄関付近で受付を行います。

【発表について】
　最初の予告で、口頭発表者は「各自パソコンをおもちください」としておりましたが、
接続時間などを考えると時間的に厳しくなりますので、こちらで用意したPC（Windows 
XP の PowerPoint 2003 および MacBook OS X の PowerPoint 2004）にファイル
をあらかじめコピーして使用頂ければ助かります。USB メモリーでご持参ください。
講演予定者は受付時に担当者にお申し出ください。また、４台接続可能な切り替え器を
設置しておりますので、ご自分のパソコンで行いたい方も受付でお申し出ください。

【座長について】
　ご自身の講演が終わりましたら、次の講演の座長をお願いいたします。
　最初の講演者のみ実行委員会が行います。

【休憩所】
　イ号館１階会議室にてお茶を用意しています。

【昼食場所】( 次ページ地図参照 )
　ミュージアムカフェ「坂」（待兼山修学館内）
　カフェレストラン宙 ( そら、学生交流棟・コンビニ）
　生協食堂
　カフェテリアらふぉれ
　DonDon（麺類、コンビニ）
　図書館下食堂（コンビニ）

【無線 LAN サービスについて】
　講演会場にて使用可能です。設定等については会場にてお知らせします。
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会場等案内図 (大阪大学豊中キャンパス配置図 )

会場へのアクセス方法
空路 :
大阪空港 ( 伊丹 ) から

大阪モノレールに乗り、次駅の蛍池駅で
下車。阪急宝塚線の蛍池駅から宝塚方面
行きに乗り換え、次駅の石橋駅で下車。

関西空港から
大阪 ( 伊丹 ) 空港行きの高速バスに乗り
大阪 ( 伊丹 ) 空港へ行く。大阪空港から
は上の経路を参照。

鉄道 :
新大阪から

地下鉄御堂筋線の天王寺もしくは「なか
もず」方面行きに乗り、 梅田駅で下車。 
阪急梅田駅で宝塚線の急行・快速に乗り
換え石橋で下車。阪急梅田から石橋まで
16 分程度。
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参加者名簿

氏名 所属
協議会
総会

発表
( 登壇者 ) 懇親会

あ 石川菜央 広島大学総合博物館 ○ ○
石田憲治 神戸大学大学院海事科学研究科海事博物館 ○ ○
井上　透 国立科学博物館広報・サービス部 ○ ○ ○
岩崎竹彦 熊本大学五高記念館 ○
上田 貴洋 大阪大学総合学術博物館 ○ ○
上野喜代人 国立科学博物館広報・サービス部 ○ ○ ○
植松秀男 宮崎大学農学部附属農業博物館 ○ ○
宇田津 徹朗 宮崎大学農学部附属農業博物館 ○ ○ ○
会下和宏 島根大学ミュージアム ○ ○ ○
江口太郎 大阪大学総合学術博物館 ○ ○
江島正博 北海道大学総合博物館事務 ○
永広昌之 東北大学総合学術博物館 ○ ○ ○
大木公彦 鹿児島大学総合研究博物館 ○ ○
大澤研一 大阪歴史博物館 ○ ○
大島真理夫 大阪市立大学大学史資料室 ○
大野照文 京都大学総合博物館 ○ ○ ○
岡田幸助 岩手大学ミュージアム ○ ○ ○
岡橋秀典 広島大学文学研究科（総合博物館） ○ ○ ○
小川知幸 東北大学総合学術博物館学術資源研究公開センター ○ ○
奥野正幸 金沢大学資料館（理工学域自然システム学類） ○ ○ ○
奥野麻理子 金沢大学資料館情報部情報企画課 ○ ○
落合雪野 鹿児島大学総合研究博物館 ○ ○ ○

か 片岡勝子 広島大学医学部医学資料館 ○ ○
加藤　克 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園 ○ ○ ○
金子　淳 静岡大学キャンパスミュージアム ○ ○
木下隆司 九州大学総合研究博物館事務室・専門職員 ○ ○
黒田眞一郎 名古屋大学博物館事務部 ○
久保田徹 大阪大学コミュニケーションデザイン・センター ○ ○
小林快次 北海道大学総合博物館 ○ ○ ○
小俣友輝 北海道大学総合博物館 ○ ○ ○
小松かつ子 富山大学和漢医薬学総合研究所民族薬物研究センター ○ ○

さ 坂本佳子 みんぱくミュージアムパートナーズ ○
佐々木理 東北大学学術資源研究公開センター ○ ○ ○
佐藤優香 国立歴史民俗博物館研究部 ○ ○
柴田　仁 北海道大学総合博物館事務 ○
清水則雄 広島大学総合博物館 ○ ○ ○
清水麻記 九州大学ユーザーサイエンス機構 ○ ○ ○
杉井文香
杉井　学 山口大学大学情報機構メディア基盤センター ○
千田恵吾 秋田大学工学資源学部付属鉱業博物館事務部 ○ ○

た 高橋京子 大阪大学総合学術博物館 ○ ○
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氏名 所属
協議会
総会

発表
( 登壇者 ) 懇親会

多田内 修 九州大学総合研究博物館 ○ ○
田中ひとみ 大阪市立大学大学史資料室 ○
田中嘉寛 北海道大学理学院 ○ ○ ○
田畑直彦 山口大学大学情報機構　埋蔵文化財資料館 ○ ○
忠　利二 東京藝術大学大学美術館 ○ ○
築部一男 大阪大学総合学術博物館総務係 ○ ○
寺田鮎美 東京大学総合研究博物館ミュージアム・テクノロジー研究部門 ○ ○
寺林暁良 北海道大学大学院文学研究科 ○ ○ ○
寺林　優 香川大学工学部 ○ ○ ○
富坂　進 京都大学企画部社会連携推進課博物館事業グループ ○
豊田二郎 大阪大学総合学術博物館 ○ ○ ○

な 中島　大 東京大学総合研究博物館 ○ ○
並木誠士 京都工芸繊維大学美術工芸資料館 ○
鳴海邦匡 甲南大学文学部 ○ ○ ○
西川輝昭 名古屋大学博物館 ○
野林厚志 国立民族学博物館文化資源研究センター ○ ○

は 橋爪節也 大阪大学総合学術博物館 ○ ○ ○
橋本博文 新潟大学旭町学術資料展示館 ○ ○
林　良博 東京大学総合研究博物館 ○
平井康之 九州大学芸術工学研究院 ○ ○
廣川和花 大阪大学総合学術博物館 ○ ○
備酒　寛 大阪大学総合学術博物館事務部 ○ ○
伏見裕利 富山大学和漢医薬学総合研究所附属民族薬物研究セン

ター民族薬物資料館
○ ○

ま 牧村正史 山口大学情報環境部 ○ ○
増子祥子 新潟大学学術情報部学術情報サービス課 ○ ○
松浦啓一 国立科学博物館標本資料センター ○ ○ ○
松隈明彦 九州大学総合研究博物館 ○ ○ ○
松村　務 広島大学学術推進グループ ○ ○
丸山俊明 山形大学附属博物館 ○ ○
馬渡駿介 北海道大学総合博物館 ○ ○
三浦弘三 東京大学総合研究博物館 ○ ○
三島美佐子 九州大学総合研究博物館 ○ ○ ○
水本忠武 宇都宮大学企画戦略 ○ ○
三橋正義 大阪大学総合学術博物館総務係 ○ ○
本村浩之 鹿児島大学総合研究博物館 ○ ○

や 矢野立子 みんぱくミュージアムパートナーズ ○
柳田俊雄 東北大学学術資源研究公開センター・総合学術博物館 ○ ○ ○
山田祥子 北海道大学大学院文学研究科 ○ ○
山中一郎 京都大学総合博物館
山本佳代子 東京芸術大学大学美術館企画係 ○ ○
湯浅万紀子 北海道大学総合博物館教育・メディア研究系 ○ ○ ○
横田　洋 大阪大学総合学術博物館 ○ ○

わ 和田秀樹 静岡大学キャンパスミュージアム ○ ○
藁谷　収 岩手大学研究交流部 ○ ○
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一般講演

6月5日（木）
【情報】
14:20 1M01　標本情報システム　e-Specimen @ e-Foram Stock

○佐々木　理（東北大・博）・岩下智洋（ホワイトラビット）
14:30 1M02　北大植物園 ･ 博物館の資料データベースとその課題

−大学博物館データベースに求められる情報−
加藤　克（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園）

14:40 1M03　松本達郎名誉教授寄贈の地質学・古生物学関係文献
松隈明彦（九州大学総合研究博物館）

14:50 1M04　サイエンスミュージアムネットを通じた標本情報の流通
井上　透（国立科学博物館）

15:00 1M05　阪大総合学術博物館 DB システムについて (2)
豊田二郎（大阪大学総合学術博物館）

【教育】
15:10 1M06　大学博物館における学生教育の可能性

湯浅万紀子（北海道大学総合博物館）
15:20 1M07　大学博物館における学生によるコミュニケーション・イヴェントの意義

○田中嘉寛（北海道大学理学院）・湯浅万紀子（北海道大学総合博物館）
15:30 1M08　大学院授業による展示評価と改善

― 来館者調査から提言まで―
○寺林暁良・山田祥子・前田雅樹・ロスリン アン・エレナ クラーク・佐々木　亨（北
海道大学大学院文学研究科）・湯浅万紀子（北海道大学総合博物館）

15:40 〜 16:00　休憩

16:00 1M09　東北大学総合学術博物館の体験活動−１
−原石採集から石器作りまで−
柳田俊雄（東北大学総合学術博物館）

16:10 1M10　大学博物館展示と来館者をつなげる教育補助ツールの開発と効果
― 骨格標本室セルフガイド及び親子 De クエスチョンの事例から―
○ 清水麻記・平井康之・南　博文・河野　央・三島美佐子（九州大学ユーザーサイ
エンス機構・久留米工業大学・九州大学総合研究博物館）

【展示】
16:20 1M11　広島大学総合博物館におけるサテライト展示の展開と課題

○岡橋秀典・清水則雄・石川菜央・橋本知佳（広島大学総合博物館）
16:30 1M12　「広島大学総合博物館におけるエコミュージアム化の試みー「発見の小径」

を 事例として」
○ 清水則雄・石川菜央・橋本知佳・岡橋秀典（広島大学総合博物館）

16:40 〜 17:50　ポスターセッション
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6月 6日（金）
【マネジメント・その他】
09:00 2M01　岩手大学ミュージアム学の実践

○岡田幸助、宮本 裕、藤田公仁子、藁谷 収、竹原明秀（岩手大学ミュージアム）
09:10 2M02　九州大学総合研究博物館利用した実践的研究　― 研究紹介―

○三島美佐子 ・清水麻記・平井康之・中西哲也・南　博文（ 九州大学）

【展示】
09:20 2M03　大学博物館と自治体博物館の連携について

−大阪大学総合学術博物館・大阪歴史博物館連携企画「城下町大坂」展の経験から−
○鳴海邦匡（甲南大学）・大澤研一（大阪歴史博物館）

09:30 2M04　インクルーシブデザインからの大学博物館デザイン
○平井康之 ・三島美佐子・清水麻記（九州大学）

09:40 2M05　マチカネワニ化石骨格 3D 展示コンテンツの開発
○豊田二郎（大阪大学総合学術博物館）・岩下智洋（ホワイトラビット）

09:50 〜 10:10　休憩

10:10 2M06　展覧会における映像によるドキュメンテーションの活用
—国立民族学博物館におけるトラベリング・ミュージアムの実践—
○ 久保田徹（ 大阪大学コミュニケーションデザイン・センター）・落合雪野（ 鹿児
島大学総合研究博物館）・佐藤優香（ 国立歴史民俗博物館）・上まりこ（ ウエマリコ
オフィス）

10:20 2M07　研究を伝える展示とワークショップの試み
—国立民族学博物館におけるトラベリング・ミュージアムの実践—
○ 佐藤優香（ 国立歴史民俗博物館）・久保田徹（ 大阪大学コミュニケーションデザ
イン・センター）・落合雪野（ 鹿児島大学総合研究博物館）・上まりこ（ ウエマリコ
オフィス）

10:30 2M08　大学共同利用機関と大学博物館の協働による展覧会の開催
—国立民族学博物館におけるトラベリング・ミュージアムの実践—
○ 落合雪野（ 鹿児島大学総合研究博物館）・佐藤優香（国立歴史民俗博物館）・久保
田徹 （ 大阪大学コミュニケーションデザイン・センター）・上まりこ（ ウエマリコオ
フィス）

【学術】
10:40 2M09　岩国市芦山家に所蔵される解剖図 — 「玉砕臓図」( 東京大学所蔵 ) との比較

○片岡勝子・安嶋紀昭・船田奇岑（広島大学医学部医学資料館）

10:50 〜 11:10　休憩

【地域・社会連携】
11:10 2M10　島根大学周辺におけるフィールド・ミュージアム化の試み

○ 会下和宏（島根大学ミュージアム）
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11:20 2M11　視覚しょうがい者向けの常設展示場ガイド：博物館を開かれた場にするみん
ぱくミュージアムパートナーズの活動
○坂本佳子・○矢野立子（みんぱくミュージアムパートナーズ）

11:30 2M12　スミソニアン自然史博物館との交流
小川知幸（東北大学総合学術博物館）

11:40 2M13　各地の博物館と連携した事業
—科博コラボ・ミュージアムの展開—
上野喜代人（国立科学博物館　広報・サービス部）

11:50 2M14　食育と連携した科学教室の試み
○宇田津徹朗・植松秀男（宮崎大学農学部附属農業博物館）

12:00 〜 13:30　休憩

13:30 2M15　国際・地域貢献としての「壁画の修復と保存」プロジェクト
宮下孝晴・○ 奥野正幸・奥野麻理子（金沢大学資料館）

13:40 2M16　自然史標本のセーフティーネット構築を目指して
松浦啓一（国立科学博物館）

13:50 2M17　大学と地域との連携を深めるための博物館づくり
― 香川大学博物館の構想から開館まで―
○ 寺林 優（ 香川大学博物館・香川大学工学部）・山本珠美（ 香川大学生涯学習教育
研究センター）・倉橋伴知（ 香川大学博物館）

14:00 2M18　北大総合博物館 2008 年夏の企画展示「分子のかたち展 - サイエンス×アート」
―展示を通した人と文化と知のインタークロス―
小俣友輝（北海道大学総合博物館）

14:10 2M19　触察で理科を学ぶ教材「サワッテ ミル カイ」の開発
大野照文（京都大学総合博物館）

【マネージメント】
14:20 2M20　クロス集計を使ったアンケート解析からみえてくる来館者の傾向

― 北海道大学総合博物館でのケーススタディ―
○小林快次・湯浅万紀子・阿部剛史・小俣友輝・内田智子（北海道大学総合博物館）
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1M01 「標本情報システムe-Specimen @ e-Foram Stock」

○ 佐々木 理（東北大・博）・岩下智洋（ホワイトラビット）

 博物館の機能のひとつに所蔵する標本の研究と標本情報の提供がある。最近の情報技術の革新は
データアクセスと共有方法に大きな変化をもたらしつつある。博物館においても標本情報の効率的な共
有化を図るためにインターネット技術の活用が期待されている。有孔虫は、地層の年代推定のための重
要な示準化石であり、また、過去の海洋環境推定のための有用な示相化石でもある。そのため、このグ
ループの分類学は東北大学古生物学研究の主要なテーマとなってきた。その結果として博物館には多
数の重要な標本が保管されている。そこで、我々は、計算機ネットワークを介して標本の形態情報を共有
でき、さらに、計算機を用いて3次元形状計測可能な仮想標本としてe -Specimen システムの開発を進め
てきた。ここでは、最近、試験公開を開始したe-Foram Stockを中心に紹介する。
（http://webdb2.museum.tohoku.ac.jp /e-foram/）

e-Foram Stock

断層像

ボリュームモデル

サーフェスモデル 標本ID番号

実標本情報

標本著作権

標本閲覧ソフト

標本
ダウン
ロード

ソフト
ダウン
ロード

e-Specimen システム概念図

CT撮影

標本デジタル化 CGモデル化 標本登録

利用者

標本観察

断面画像
出力

表面形状
出力

形態解析

模型制作

モデル製作者研究者

標本提供

1 標本デジタル化・CGモデル化
 標本は、焦点サイズ５μmのマイクロフォーカスCT撮影装置（ScanXmate-E090: コムスキャンテクノ)を
用いて撮影し、ノイズ低減処理等の画像処理後、フィルター逆投影法により256階調グレースケール断層
像としてデジタル化した。標本は拡大率38倍で撮影し、再構成された断層像の1画素は約2.6μmである。
CGモデルはMolcer形式として作成した。

2 標本配信
 モデル化した標本を配信サイト(e-Foram Stock)のサーバーに蓄積する。標本には標本登録番号をつ
け、学名・産地・時代・保管場所等の実標本情報と関連つけた。標本利用者は、学名・産地・産出年代等
により必要な標本を検索し、自分の計算機に標本をダウンロードする。取得した標本は標本ハンドリング
ソフト(Molcer)を用いて観察することができる。

3 3次元形態計測・模型制作
 標本ハンドリングソフトは標本の表層形状データ及び断層画像データを出力することができる。他のア
プリケーションを用いることで、これらの出力データは形態計測や模型制作に利用することができる。今
回は、MATLABを用いた浮遊性有孔虫の殻巻き係数、室房形態及び口孔形態の計測方法を紹介する。

標本検索結果画面 標本ハンドラー「Molcer]
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1M05 大阪大学総合学術博物館 

データベースシステムについて(2) 
（大阪大学総合学術博物館）○豊田二郎  
Databas e  Sys t em  in  Th e  Museu m  o f  Osaka  Un ive rs i t y (2 ) .   

(Th a  Museu m  o f  Osaka  Un ive rs i t y )  J i ro  TO YODA  

 
大 阪大学総合学術博物館  (MOU) で は、学術標本資料の情報を一元的に管理し、

学内の教職員や学生はもとより、学外の方々にも容易にその情報を利用できるよ
うな情報登録・検索データベースシステム  (MOU-DB)  を 整備し、公開している。
MOU-DB には、 (1 )検 索・閲覧は，ブラウザを使って実行できる、 (2 )デ ータベー
スの構築・登録もブラウザから実行できる、(3 )特 定の  OS や アプリケーションに
依存しない、 (4 )既 存のデータベースアプリケーションからデータの移行ができる、
(5)ユ ー ザ ー管理もブラウザから実行できる、 (6)ア ク セ ス制限機能を活用したマ
ルチユーザースタイル型データベース、 (7 )ネ ットワークデータ暗号機能、の７つ
の特徴がある。また、標本資料だけでなく、MOU 主催のミュージアムレクチャー
等の各種講演を、ライブ配信やストリーミング配信、ビデオポッドキャストによ
る配信 (2005 年～ )も行っており、大阪大学における最新の研究成果にも触れるこ
とが可能となっている（ http://www.museum.osaka -u.ac . jp/ jp/da tabase.html）。 
今回の発表では、データベースからメタデータを検索して得られた画像を、その

検索結果を表示する画面上で拡大・縮小するための仕組みについて、JavaScript と
cgi を用いた実装について報告する。この機能は、実際にデータベースを利用して
いただいた複数のユーザーからの要望を実現したものである。
一般的に、MOU-DB のような汎用的なデータベースを一般的なブラウザから検

索・閲覧する場合、画像の拡大・縮小を行うことは困難である。いわゆるデジタル
アーカイブシステム的な専用システム等では、画像の拡大・縮小を専用プログラム
を用いたり、特定のブラウザにプラグインをインストールして実現しているが、こ
のような方法では、MOU-DB の特徴の一つである、「 (3)特定の  OS やアプリケー
ションに依存しない」とは、かけ離れたプロプライエタリなものとなってしまう。
また、このような
システムでは、事
前に画像ファイル
の変換処理を行っ
ておく必要があり、
一 般 的 な jpeg 
ファイル等をその
まま用いることが
できない。今回発
表するシステムで
は、画像 URL を指
定することにより、
インターネット上
の画像を拡大・縮
小表示することが
可能である (図 )。  
 

                           図  縮小画像（左）と拡大画像（右）  

 



—9—

1M06 大学博物館における学生教育の可能性 
（北海道大学総合博物館）湯浅万紀子 

 
Challenges of Education for Students in University Museum 
（The Hokkaido University Museum）YUASA, Makiko 

 
 
大学博物館は学術標本や博物館に関する研究を行う研究機関であり、学生教育やリカレント教

育を行う教育機関である。そして、研究・教育の成果やプロセスを社会の人々に発信し、人々と

コミュニケーションする博物館施設でもある。大学博物館で行う学生教育には、大学博物館独自

の使命や研究内容、活動展開を紹介する講義や、博物館活動の一局面を体験させる演習、博物館

活動を体系的に研修させる実習など、多様な形態がある。大学博物館のリソースを活かし、博物

館活動の様々な局面に学生を関与させ、その活動の成果を来館者や博物館スタッフ、関係者に発

表する場を用意し、学生に自身の活動評価にも取り組ませるという展開を意識した学生教育は、

意味ある取り組みとなるのではないだろうか。 
北海道大学総合博物館では、学部 1 年生を対象に、当館の研究を紹介する講義と演習を 4 つ開
講している他、大学院生を対象に、学芸員実習のアドヴァンスト・コースと位置付けた講義と当

館での学生企画プロジェクトに取り組む演習を開講している。また、2007 年度からは、当館の展
示評価に取り組む文学研究科の演習への協力も開始した。他に主として学内学生を対象とした学

芸員実習を実施し、他大学からのヴォランティア実習も受け入れている。本発表では、冒頭に述

べた視点で実施している大学院生を対象としたプロジェクト演習と、展示評価の演習を事例とし

て紹介し、大学博物館における学生教育の意義と課題、そして展望を述べる。プロジェクト演習

については、授業終了 4 ヶ月後に実施した受講生への授業評価インタヴューの結果も報告する。
また、学生を博物館活動の担い手として教育する「複合教育プログラム」の先進事例である東京

大学総合研究博物館の「博物館工学」ゼミの 1～6 年前の受講生への追跡調査の一端も紹介する。 
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1M07
 

 

 

Significance of Communication Event by College Students at University Museum 

(The Graduate School of Science, Hokkaido University) TANAKA, Yoshihiro 

(The Hokkaido University Museum) YUASA, Makiko 

 

2007

2007

2008  
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1M08  

 

 

  

 

Eva lua t ion  and  Impro vemen t  b y Gr ad ua te  Schoo l  Seminar  o f  an  Exh ib i t io n  

f r o m Vis i to r  Survey to  P roposa l  fo r  Renewa l  

( Hokkaido  Univers i ty Gr adua te  Schoo l  o f  Le t te r s )  TERABAYASHI ,  Aki ra ;  

YAM ADA,  Yo sh iko ;  MAEDA,  Masaki ;  ANG,  Ro slynn ;  CLARK,  Eleanor ;  

 SASAKI ,  Toru ;  (The  Ho kkaido  Univer s i ty  M useum)  YUASA,  M akiko  

 

2007 5

3  

5 6
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2 008
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1M09 東北大学総合学術博物館の体験活動− １

− 原石採集から石器作りまで−

柳田俊雄（東北大学総合学術博物館）

１．はじめに

平成 13 年から、当館では次世代をになう子どもたちに野外観察を通じて自然史や人類史の啓蒙活

動をおこなうことにより、健全な育成につとめることを目標とした「かたちのふしぎ研究グル− プ」

を立ち上げた。最近実施されたテーマ名は以下の通りである。

平成１６年度：「葉っぱのかたちの今昔− 進化はかたちにあらわれる− 」

平成１７年度：「鉱物にはなぜかたちがあるのだろう」

平成１８年度：「松島の成り立ちを探る」

平成１９年度：「石器の原石を見つけよう」

ここでは平成19年度に実施した概要を報告する。

２．事業の概要

活動名：「石器の原石を見つけよう」平成19年度子どもゆめ基金助成活動（独立行政法人 国立青

少年教育振興機構より助成） 
目的：石器時代人が探し求めた原石の性質と石器作りの知恵と工夫を理解する。 
特色：石器時代人が原石をひろって、石器作りを行った一連の作業工程を体験する。 
対象：小学生高学年から中学生 
時期：平成19年８月１日（水）〜 平成19年８月２日（木） 
活動協力：会田容弘（郡山女子大学）、東北大学総合学術博物館のスタッフ、東北大学考古学研究室の

院生・学部生。 
３．まとめと課題 
「石器作り」にかかわる体験学習は、通常、催す 
側が良い原石を準備してから開催されるが、私達 
は「原石の採集」ということからはじめた。石器 
時代人が石器作りをおこなうために、良い原石を 
採集するのがいかに重要だったを子供達に体験さ 
せるためである。現代は金属を材料として道具を 
作っているが、一つ前の時代の人達が石器作りの 
材料となる原石を得るためにどんなもが良いかを 
知恵と工夫をもって探していたのかを身をもつて 
知ってもらうことになった。良い道具作りのため 
に「材料の確保」がいかに重要であるか、今回の 
「良い原石の採集→石器作り→石器の使用」とい 
った一連の体験学習を通して石器時代人の知恵を 
理解していただいた。２日間という短い時間であ 
ったが、どれだけ実感できたであろうか。 
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1M10  

 

De  

 

.

 (K y u sh u  U n iv.U se r  S c i e n c e  In s t i t u t e ,  K y u sh u  U n iv e r s i t y,  K y u sh u  U n iv e r s i t y,  

K u ru m e  In s t i t u t e  o f  Te c h n o lo g y,  K y u sh u  U n iv e r s i t y  M u se u m )  S H IM IZ U ,  M a k i ;  

H IR A I ,  Ya su y u k i ;  M IN A M I ,  H i ro fu m i ;  K O N O ,  H i ro sh i ;  M IS H IM A ,  M is a k o .  
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1M11 広島大学総合博物館におけるサテライト展示の 

展開と課題 
（広島大学・総合博物館）○岡橋秀典・清水則雄・石川菜央・橋本知佳 
(Hiroshima University Museum) OKAHASHI,Hidenori;  SHIMIZU,Norio; 
ISHIKAWA,Nawo;  HASHIMOTO,Chika 

 
 平成１８年４月１日に広島大学総合博物館が発足して約 2 年が経過した。この間、設置構想
にそって、常設展示の本館開館（18 年 11 月）をはじめとした博物館の整備を進めてきたが、
ここでは重点的に取り組んできたサテライト展示の成果と課題について紹介したい。 
 本博物館は、「大学（あるいはキャンパス）まるごとミュージアム」の考え方に立って、本
館展示以外に、部局サテライト展示を設け、さらに、自然環境に恵まれたキャンパスの特徴を
活かした散策道を整備することにより、エコミュージアム的な形で大学全体に博物館的機能を
もたせることを目標としている。 
 サテライト展示を重視したのは、本館が 250ｍ2 と狭いうえにテーマ展示（環境と人間と共
生）になったため、専門性重視の展示は各部局に委ねざるをえなかったこと、他方、博物館活
動を各部局に展開することで大学構成員の博物館への認識と理解が深まると考えたことによ
る。 
 これまでに、3 つのサテライト展示スペース（埋蔵文化財調査室、生物圏科学研究科、文学
研究科）をオープンさせ、今年度中にもう 1 箇所（理学研究科）を追加する予定である。事業
費は、サテライト整備のために特別に措置された学長裁量経費を用い、1 箇所に 150～200
万円を投入した。整備対象部局の選定には、既存の展示が存在することを重視した。 
 サテライトの設置に当たっては、当該部局と博物館の間で相互の関係についてあらかじめ合
意を図っている。整備・維持管理の主体はあくまでも各部局であり、博物館はプラン策定の段
階で協議に加わり、整備の資金的援助を行い、完成後は全学の博物館の一部として広報活動を
担当することになっている。 
 これまでの整備により、博物館活動に全学的な広がりが生まれてきているが、プラン策定の
段階での調整の難しさ、サテライト間の整備水準の差異など、問題点も少なくない。今後の整
備のあり方について再検討する時期に来ているように思われる。 

 
  

 
 
生 物 圏 科学 研究科サテライトの水槽  
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1M12
広島大学総合博物館におけるエコミュージアム化の試み 

―「発見の小径」を事例として―  

(広島大学総合博物館 )○清水則雄・石川菜央・橋本知佳・岡橋秀典  

( H i r o s h i m a  U n i v e r s i t y  M u s e u m )  S H I M I Z U ,  N o r i o ;  I S H I K A W A ,  N a w o ;  

H A S H I M O T O ,  C h i k a ;  O K A H A S H I ,  H i d e n o r i  

 

 広 島大学は、約 2 5 0 万平方メートル（東京ドーム約 5 0 個分）という全国で
も有数の敷地面積を有し、キャンパス内のががら山、山中谷川、角脇川、角脇
調整池、ぶどう池といった広大な自然区には 3 0 種を超える絶滅危惧種を含む
貴重な生きものが生息しています。  

 当 館では、この自然豊かなキャンパスをまるごと展示するエコミュージアム
構想の一環として、散策道「発見の小径」を平成 2 0 年 4 月にオープンしまし
た。整備は、理学研究科植物管理室と、大学本部の施設部と連携して行いまし
た。散策道は、景観を重視し、必要最小限の看板（ 5 箇所）を設置するにとど
め、生息している生きものや名所、サテライト館、福利施設、トイレ、休憩場
などをイラストでわかりやすく描いた散策マップを作成しました。ルートの中
間点となるぶどう池には、野鳥観察所と休憩用のベンチを設置しました。  

 発 見の小径は、自由散策ですが、これまでに、フィールドナビ（野外観察会）
や新 入生 の教 養ゼ ミな どで 好評 を得 て い ます 。幼 稚園 児の 自然 体験 や学 外 の
方々の団体利用などの問い合わせも続いています。今後、エコミュージアムと
して一層充実させていくには、このような自然散策と本館等における展示との
有機的なリンクが課題となると考えています。  

 

◎発見の小径概要  

 ・ 距離約 1 . 5 から 2 k m（推奨ルート）  

 ・ 特徴ある 3 つのゾーン  

○  渓流と湿地（生態実験園）  

山裾から流れる湧き水により、湿地と小さなた
め池、水田が存在。脇には小川が流れる。西条
盆地の貴重な植物を収集・展示。  

○ぶどう池  

大型のため池。希少な水草類が生育。冬季には、
多くの水鳥が飛来。野鳥の観察所を設置。  

○ふれあいビオトープ  

水田跡と周辺の湿地、隣接するアカマツ林には、
数多くの希少生物が生息。  

 

生態実験園  

設置看板  
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2M02

Prac t i ca l  s tudy  in  the  Kyushu  Univers i ty  Museum.  (Kyushu  Un ivers i ty )  MISHIMA,  

Misako ;  SHIMIZU,  Maki ;  HIRAI  Yasuyuki ;  NAKANISHI ,  Te t suya ;  MINAMI  

Hi ro fumi .  

2007 2008

2002
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2M05 マチカネワニ化石骨格 3D 展示コンテンツの開発 
（大阪大学総合学術博物館・ホワイトラビット）○豊田二郎・岩下智洋  
Developm en t  o f  t h e  To yo ta maph i meia  Ma ch ikanens i s  fo s s i l  ske l e ton  3 D  

exh ib i t i on  con ten t s .   

(Th a  Museu m o f  Os aka  Un ivers i t y ;  Whi t e  R abb i t )  J i ro  TOYODA;  To moh i ro  

I WAS HI TA 

 
マ チカネワニ化石は、1964 年 5 月に大阪大学豊中キャン

パス理学部構内の新生代・更新世中期の地層から尾骨以外の
ほぼ完全な骨格が発見され、大阪層群カスリ火山灰層準から、
約 40 万年前のものであることが知られている。  
2007 年 8 月より改装オープンした、大阪大学総合学術博

物館  待兼山修学館の常設展示室３階「待兼山に学ぶ」のフ
ロアでは、マチカネワニ化石骨格標本を展示している。いま
までのマチカネワニ化石骨格に対する研究は、すべて化石の
表面の形状に対して行われてきており、骨の内部構造に対す
る研究は、ほとんど行われていないのが現状であった。今回、
高知大学海洋コア総合研究センターのＸ線  CT 装置を用い
て骨格標本約 220 点すべての内部構造を測定した。この測
定により、骨格内部の構造を調べることが可能となり、分類
学上の位置づけや、後ろ足の「骨折の跡」、鱗板骨の「歯形」
等についても死後の変形か生存時のものかをより明確にで
きることが期待される (図 -1 )。  
一 方、Ｘ線  CT 測定の副次的な成果として、得られた CT

スキャンデータを元に、ホワイトラビット社の 3 次元画像展
示ソフトウェア「Molcer P lus」を用いて一般見学者が自由
に回転等ができる展示コンテンツとして開発、公開すること
ができたので紹介する (図 -2 )。  

 

図 -2  マチカネワニ骨格標本の展示コンテンツ  

 

図 -1 上顎 の X
線 CT シノグラ
ム画像  
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2M06  

 

 

 

 

KUBOTA Tetsu  (Center  for  the  S tudy  of  Communica t ion-des ign ,  Osaka  

Univers i ty ) ;  OCHIAI ,  Yukino  (Kagoshima Univers i ty  Museum);  SATO,  Yuuka   

(Nat iona l  Museum of  Japanese  His tory) ;  UE,  Mar iko  (Ue  Mar ico  off ice)  
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2M09  
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2M12 スミソニアン自然史博物館との交流

小川知幸（東北大学総合学術博物館）

東北大学総合学術博物館は 「市民に開かれた大学博物館」をめざして、ここ数年来、先行する、

欧米の博物館の実地調査と意見交換を含めた積極的な交流を図っている。平成 （ ）年 月14 2002 6
にハーバード大学博物館を視察し、これをきっかけとしてその後、スミソニアン自然史博物館の学

芸員（ ）の方々との交流が現在まで続いている。昨年度は 月 日から 日間、同博物館curator 3 11 3
を訪問して、開催中の「生きた蝶」の展示（ ）や、今年 月Butterflies + Plants: Partners in Evolution 9
開催予定の「海洋博 （ ）の舞台裏をのぞきながら、展示コンセプトやスタッフの配置、」 Ocean Hall
標本の制作過程、ボランティアの役割、予算規模などの詳細な説明を受けるとともに、相互の意見

交換をおこなった。

このような取り組みのそもそもの始まりは、平成 （ ）年にさかのぼる「大学博物館リテ12 2000
ラシー研究会」の設立である。これは本博物館スタッフをはじめとして、 地域大学連携機構NPO
と教員有志からなる、大学博物館の市民活用をめぐる自由な討論の場として企画された。 年2002
にはスミソニアン自然史博物館展示制作部学芸員の知念淳子氏に同研究会にて講演をお引き受けい

ただき、続いて 年 月には同制作部部長ロリーナ・セーラム氏、同プロジェクト・マネージ2006 6
ャー、エリザベス・アリソン氏をお招きして、学芸員をめざす学部生・大学院生を含めた、より多

くの聴衆を対象とする特別講演会を開催するにいたっている。

本報告では、大学博物館と地域・市民との連携のための、東北大学総合学術博物館の具体的な取

り組みを紹介したい。また、つねに革新的な展示コンセプトを打ち出すスミソニアン自然史博物館

の表舞台や舞台裏の一端をご覧いただこうと思う。
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2M15

 (Kanazawa  Univ.  Museum)  MIYASHITA,  Takaharu ;  OKUNO,  Masayuk i ;  OKUNO,  

Mar iko ;

1 .

(1380 )
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大学と地域との連携を深めるための博物館づくり  

―香川大学博物館の構想から開館まで―  

○  寺林  優（香川大学博物館・香川大学工学部）・山本珠美（香川大学生涯学習
教育研究センター）・倉橋伴知（香川大学博物館）  

 

香川大学博物館は 2 0 0 7 年 4 月に設置され、2 0 0 8 年 4 月に開館した。この
博物館は「香川大学改革構想」に基づいて大学と地域との連携を文化面から深
めるための具体策として設置されたものであるが、 2 0 0 4 年のボトムアップに
よる構想着手から 2 年余りで設置にいたっている。その間、学内の標本・資料
のインベントリー調査や学外の大学及び一般博物館の調査・研究に始まり、役
員会での了承に先行しての全学的な運営組織づくりや関係規程案の作成、学内
外での特別展の開催や公開講座の実施を行ってきた。これらの開館にいたるま
での活動と今後の課題について報告する。  

 

  

2M17
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北大総合博物館 2 0 0 8 年夏の企画展示
「分子のかたち展  -  サイエンス×アート」
―展示を通した人と文化と知のインタークロス―

（北海道大学・総合博物館）小俣友輝
T h e  s u m m e r  e x h i b i t i o n  i n  t h e  H o k k a i d o  U n i v e r s i t y  M u s e u m ,  ‘ S c i e n c e

a n d  A r t  o n  M o l e c u l e ’

 ( T h e  H o k k a i d o  U n i v e r s i t y  M u s e u m )  K O M A T A ,  Yu u k i

●大学博物館を中心とした文化交流
北大総合博物館は、北大の学術標本収集・収蔵の拠点として、それら学術標本
の展示を一般に公開することにより、北大と地域社会のつながる窓口として存
在している。来年度設置 1 0 年を迎えるにあたり、学内・学外での認知、およ
び展示・収蔵する学術分野の拡張をさらにすすめる方針であるが、当館ミッショ
ンには ｢ 展示公開（中略）等を通じて、地域社会の人々、小中学生、高校生等
の学習に貢献するとともに文化に触れる機会を提供する ｣ 、また当館コンセプ
トには ｢ 札幌の街を 文化の香あふ れる街とす るよう努力す る ｣ とあり、 今後博
物館はサイエンス×アートの中心、文化発信の拠点となりうる。
●｢分子のかたち展  –  サイエンス×アート｣
｢ 分子のかたち展  –  サイエンス×アート ｣ は、これまで当館で行ってきた一般
的な ｢ 学術標本 ｣ お よびその「説 明的パネル 」からなる展 示とは一線を 画した
企画展示である。分子そのものは研究者の目には美しく、例えばタンパク質の
立体分 子模型などは 、その複雑さ と美しさよ り ｢ 学術標本 ｣ として展示 するに
足るものであるが、普段分子に接することのない一般市民にとってはやはり遠
い存在であり、研究者が感じる分子の魅力を伝えるためには多くの説明が必要
である。当企画展示では、アートの力を借り説明的パネルを極力少なくするこ
とで、直感的に ｢ 分子は面白い ｣ ｢ 分 子はきれいだ ｣ ｢ 分 子って面白い！ ｣ と思わ
せ、それをきっかけに一見難しい分子の世界に興味を持ってもらうことを目指
す。具体的には、札幌を中心に活動している様々なジャンルのアーティストと
分子のかたちの研究者によるワークショップを行い、分子から受けたインスピ
レーションをもとにアーティストが制作した作品を展示するものである。アー
ティストによりサイエンスの言葉からアートの言葉に翻訳された分子はどのよ
うなかたちを持ち、どのように来館者の目に映るのか。科学とアートという異
分野のインタークロスにより、科学は今まで以上に地域社会に溶け込むことが
可能なのではないか。当館で始められている北海道でまだ新しい異分野の融合
への試みを紹介したい。
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1Ｆ

エントランス

事務室受
付

ロッカー
ルーム カフェ『坂』

ミュージアム
ショップ

2Ｆ

3Ｆ

ＲＦ

「知」を軸に人・モノ・情報が出会い、交流し、新たな「知」の創造を目指す。

ルーフテラス

Nature Learning Room

セミナー室

多目的ルーム

大阪大学総合学術博物館 待兼山修学館  

大阪大学総合学術博物館 待兼山修学館のご案内  

ルーフテラス

大阪大学の系譜

待兼山に学ぶ

みる科学

世界にはばたく研究者

コンピュータの黎明期

自然教室

Learning from Machikaneyama

Dawn of the Computer

Researchers Active in the World

Visible Science

Roots of Osaka University

コンピュータの黎明期 Dawn of the Computer

阪大では、第二次世界大戦後まもなく真空管式コンピ
ュータの研究と試作を始めました。その当時誕生し
たばかりの真空管式コンピュータと、時代の先駆を
担った研究者たちを紹介しています。

世界にはばたく研究者 Researchers Active in the World

ノーベル物理学賞を受賞した湯川秀樹が、中間子論を

着想した大阪大学物理学教室。当時、日本の科学の中
心といわれた理学部の自由な研究環境、そこに関わり
のある様々な研究者を紹介しています。

みる科学 Visible Science

光学顕微鏡、電子顕微鏡、超高圧電子顕微鏡のしくみ

や、細胞より小さい分子の構造や、仕組みを明らかに
するＸ線構造解析などの技術と、それらを利用した研
究の一端を紹介しています。

大阪大学の系譜 Roots of Osaka University

かつての懐徳堂、適塾といった大坂市民の学問からの

流れを継承し、今日まで受け継がれてきた大阪大
学。その学問や研究活動と、社会との関わりの歴史を
紹介しています。

待兼山に学ぶ Learning from Machikaneyama

阪大豊中キャンパスが位置する待兼山。古代の生物

や、地形の変遷から、現在の豊かな自然の中で棲息す
る生き物の営みまで、地域に根ざしその変化を解明す
る研究を紹介しています。

自然教室＆ルーフテラス Nature Learning Room

阪大キャンパスは豊中、吹田共に自然がいっぱいで
す。自然教室内に設置されたPCでは「阪大キャンパ
スに咲く花」を検索することができます。また、ル
ーフテラスに出れば背後の待兼山の息吹を感じること
ができます。

ミュージアムカフェ「坂」 Museum Cafe「SAKA」
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